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対中ビジネスでは
“常踏のレンズ”こそ大切

団代：；；＇�，:1£な経済成長を続ける

＂＇問を抜きにグローバルビジネス

を語れなくなってきている昨今、

資生堂やTOTO、サントリーなど、

＂＂吋におけるII本企業の成功が

報じられています。先生はこの趨

勢をどうお彩えになりますか。

中嶋：＂rjJil経済が台則してきたの

は事尖です が、現地で成功して

いる一日I＞の日本合業でも、実際

はさまざまな山労を強いられてい

ると思います。まず何よりも'I－＇凶

の市場経済は、本来的な仁i山主

義経済とはいい切れない、あくま

でも共産主Jをの政治体市IJ Fにあ

る市場経済だということに創立す

べきですね。 この｝.＇.＇·；をよくわきま

えればうまくいく巡も凡111せるで

しょうが、WTO加!Mlなどで日本

と閃じこ仁成ができたと錯覚するの

はあまりに危険です。良い而だけ

を1Jeえて幻:tuを抱くのではなく、

まずは＂•；�·，恨のレンズ”を過して

＂＂五｜を見つめる、つまり基本的な

データをきちんと把握したうえで

判断を下すべきでしょう。

団代：確か に内陸部と沿海部の

発展格差、例人の所f恐怖x：など

の側面がクローズア・ノプされるに

つれ、13悠の巨大市場、災·f1lliな

無尽蔵の労働力といった＊ti.ll的

な見方はなくなってきています。

しヵ、しリスクを月！HJ』しないまで

も、中国市場の魅）Jを｛ム－える平日

迫も多い。私たちとしてはH体的

に どのようなデータに旅立を払う

べきなのでしょうか。

中嶋：例えば現在中国の人11は

日本の10倍以l二で、今後さらに

Jtilえると見込まれています が、－

)J、日本の約261行という｜五II二のう

ちで人が住めるのは円本の31行ほ

ど し かない 。 さらにそんな状況

下で士地を必裂とする出来人円

が全体の約6i'liJを内め、生ilE字I:

も著しく低いのです。これらはq·r

回が抱える難題です。またGOPが

大きく仰びているとはいえ、2003"F

の世界銀行の調査では、�世界
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最近「中国脅威論Jに代わってしばしば

耳にするのが「中国特需」という言葉。

中国に投資、進出した日本企業の数は

万単位に上るといわれ、中園、香港、

台湾を含めた2004年の日本からの

対中国圏貿易額は対米を超える見通し

だという。 一方、対中ビジネスには大

きなリスクが伴うとの指摘もある。東

アジア研究の第一人者に中国の実情

を伺った。

のG DPに占める＂＇国のi'lil合は

4%利度。しかも雇｜民一人ひとり

がが受できる－�｝かさにはつながっ

ていません。H本 では不況のlま

にあった2002年でさえ一人あた

りのGDPは3 JIドル以上だった

のに、小国ではわずか1090ドル

( 03 {F)。·1�＼俗府はほんの－！blり

で、周知lの�1�笑であるrt·1；＼の芯

はさらに拡大しています。また、

夜、は約2ilミごとに＂＇同を訪lllJし、

定点観祭を続けていますが、北京

rl11!fから西へ20kmほど行った

地域に は、依然として経済発以

という行業にそぐわない凶布企

業地借が広がっている。こうした

状況を抱えながら、＂＇国政府は

経済党泌を何とかコントロールし

ていかねばならないわけですか

ら、J是々がごく？？過に考える市場

j反J'llがそのまま働くような環境

は、°fi�Jに生まれないでしょう。

合理的でドライな関係を

団代：加熱する経済の引き締め

鍛として、予告なしの版制変更な

ども行われていますね。

中嶋：i攻｝（.f当局への対応といっ

た小I �1特布の縦しさも含め、企

業は＂＇凶をきちんと勉強し、戦略

的にビジネスを進めることが重要
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です。111＇今のブームに釆ってとり

あえず中国へ進出しても、まず成

功はおぼつかないでしょう。

日本企業のrj:1国ビジネスで近

年私が感心した例に、現地の文

化や言葉に！illじた台約{I'::業との

述tt�で成功したというものがあり

ます。最近では政治的な理由か

ら1j 'I主lを去る台湾企業も見られ

るものの、これはなかなか賢明な

方法だと思いました。ビジネスパー

ソン例人のレベルでは、lj•i1作111:

坑lの共通話である北京訴をマス

ターするに越したことはありませ

ん。また、激しい変化が続くグロー

パルビジネスでは、とeこでイ1：ーがを

するにもクリエイティピティが重�

な袈索になる。rj1同人との付き

合いにしても、事前学宵と経験か

らその秘訣をおlj造的に細み／JIし

ていくことが必�でしょう。

団代：特に対中関係では、文化

的なルーツもあり而立ちも似ている

rj1同人に、日本人がある極一方

的に親近感を覚え、期待しすぎ

たばかりに反動で大きく務胆する

対ほとになったという；活を聞きます。

中嶋：日本人は巾固というと、いろ

いろな思い入れやかかわりあい

のなかで、先ほと，mた“’ii�・織のレ

ンズ”を�：：らせてしまいがちです。

そこに日中関係の務とし穴があ

る 。日中の｜！日柄は異／：｝：兄弟のよ

うなもので、康史的、民族的、ま

た地理的にも相互のl彰被が運命

的に生じやす い悶有な関係だ

と、荘、は考えています。その克服

には、本質的な百II分で！Ill題をぶ

つけあいながら、互いの異質性

に対する認識をふまえて一定の

距向性を保ちつつ、型I［性的に、ある

程度はドライに付き合っていくほ

うがよし、と思います。

田代：ビジネスにおいては文字通

りビジネスライクに、ということです

ね。優秀な中国の人材は就職｜侍

にも日系企業ではなく、成果主義

などの浸透した欧米合業に流れ

てしまっているという訴もllfJきます。

中嶋：ええ。概して中国人は非常

に合理的です。この点は自覚し

たほうがよいでしょう 。

より多くの留学生を迎えたい

団代：1-1本経済新聞による日中ビ

ジネスパーソンの意識調査では、

日本人の多くが中国を沿重要視

しているのに対し、1-1＂閏では円本

よりも米国に日を向けているとい

う結栄が出ています。WI学でも若

い人はH本を飛び越えて米国に

行ってしまうことが多いようで、今

後良好な関係を深めるには、留

学先 として日本が選ばれるよう努

力をする必袋もありそうですね。

中嶋：巾国人情学生は少しずつ

でもJl')えつづけてほしいと思い

ますね。これ まで私が接した多

数の例を見ても、いったん日本社

会に触れれば知日派、親日派に

なる人がほとんど。そのために

は、より優秀な中肉入学生が日本

へ来るよう、日本の高等教育機関

がさらなるレベルアップを図って

いくべきです。

団代：先生のご経験から、日本の

若者たちがrj-1国人留学生に学ぶ

中嶋嶺雄
｛なかじま・みねお）

公立大学法人国際教養大学
理事長／学長

1960年、東京外国語大学卒業。1965

年、国際学修士。1980年、東京大学

社会学博士。米カリフォルニア大サン

テaィエゴ校客員数媛、東京外国第大

学長などを廃任し、2004年より現駿。

アジア太平洋大学交流後備（UMAP)

国際事務総長、文部科学省中央教育

審股会委員・大学院部会長などを兼

任する。評輪集『北京烈烈J(鵠絞社

学術文庫）で1981年度サントリー学芸

賞、中国・台湾評鎗で2003年度「正

硲大賞Jを受賞。ほかに著書にf三つ

の中国J （日本経済新聞社）、『中国・

台湾・香港J(PHP新書）など多数。

べき点について教えてください。

中嶋：新しい発見を求めて都板

性をもち、好奇心やJl1J学心がIFE

�なことですね。ま た付国の尖

怖を背景に、彼らは学問の自社l

や生活の設かさを大事にする姿

勢をもっています。日本人はこれ

らの価値を再認識すべきだと思

います。

田代：rj:1医l人ビジネスパーソンは

英語やITなどのスキルを身につ

けようという 意欲が級めて強く、

習得者も加速度的に明えている

とllfJきます。日本でも彼らに負け

ない人材を育成していく必要が

ありますね。

中嶋：夜、が学長をしている凶際

教義大学のmいも、まさにそこに

あります。当校では高い英語力と

申iii広い教義、専門性を身につけ

るという三つのハードルを学生に

謀すことで、ク・ローパル社会で存

分に活－践できる人材の育成を日

指しています。議義はすべて英語

で、全貝が在学中にl 1if以上fl{

学をすることにもなってL 、ます。

国代：英語力、教義、専門性の

三つを身につけることがグロ ーパ

ル人材への階段であると。

中綿：その通りです。グローバル

人材への第一歩である英語力の

強化に加え、中l主l語、勝凶：nな

ど アジアの言語も習得しておけ

ば頼もしい武器になるでしょう 。

t!t '1誌なボキャプラリーは どの言葉

でも大切ですが、つまるところ言

語 は単なるツール。それを使って

何を発信できるかが重要です。

その意味で大切になるのが文

系・理系fi！日分野にわたる本物の

教養と専門知識でしょう。これは

平の両輪のようなもので、いずれ

が欠けても朋をなしません。中

国の教育熱が世界的にも注目を

浴びており、尖際MBA的な知識

教育の水準も，·，＇：jまって、英語によ

るコミュニケーション能力では中

国が日本を上回っているように思

います。しかし、実は小国ではビ

ジネスに直接役立つ尖学志向が

顕著で、ゆくゆくはこれがネックとな

る可能性がある。ビジネスに活か

せるかいi f仰な知械や尖践力も大

切ですが、芸術活動、読書、音楽

など、 豊かなおlj造力にもつながる

似広い教義を身につけてこそ、」：L

のグローパルマネジャーと言えるの

ではないかと思吋も ＠
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(llBC)C:、温店省｛寝：g涜..省｝所管の公

鍾法人としτm舗隼に霞立され書した．『人と企

震の田陣化の錨温』を釜本理念に圃隠コミa
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